きリ こ-つ 4PU 

桐の 青葉が 蝙蝠 色に 重なり合って、 その 中の 一枚 か 

二 枚 かが 時折り、 あるかな いかの 夕風に ヒラリ ヒラリ 

と 踊って いる。 

うるんだ 宵 星の 一 一 つ 三 つが、 大きく 大きく その上に 

まばたき 初める と、 遠く 近くの 魂が ヒッ ソリと 静まり 

返って、 世界中が 何となく 生 あたたかい 悪魔の タメ 息 

じみて 来る。 

その 桐 畠の 片隅の 一番 低い 葉 蔭に 在る、 太い 枝の 岐 

かみき リ むし し が 

れ 目に、 昼間から 一 匹の 髪 切 虫が シッ カリと 獅嚙み 付 

いていた。 その 髪 切 虫が、 そうした 悪魔 気分に 示唆ら 

れて、 ソロ ソロと その 長い 触角 を 動かし 初めた。 



青桐の 幹に シッ カリと 獅嚙み 付いた 髪 切 虫の 触角が 

ピ インと 一直線に 伸び 切って、 眼に も 止まらぬ 位すば 

らしく 細かく…. 



初めた。 



-と 震動し 



エジプトの 

美しき 

き み 

わが 女王 は 

国々 は 



御代 しろしめす 

クレオ パ トラの 

笑 はせ たま はず」 

とざ 

うれ ひに 鎖し 



民草 は 

朝 まつり 

夜のお とど 

まさび しき 

き み 

わが 女王 は 

ひそ やかに 

エジプトの 

神々 の 

思 ふこと 



悲しみ 濡れて 

いとおろ そかに 

みあかし 暗く 

御閨 のうち 

寝が へらせ つ ゝ 

歎 かせた まふ」 

美 はしの 女王 

御代 を 治めて 

力 を かねて 

と ^ かぬ は 無く 



ね ごふ こと 

何 一 つ 

ただ 一 つ 

わが 知れる 

ものみな は 

たど/ \ と 

天地 は 

ものみな は 

めざめて は 

ち リひぢ に 



かな はぬ はなし 

不足な けれど 

みちたら ぬ もの 

生きと し 生ける 

など かくば かり 

ものうき やらむ」 

古く よごれて 

汗ばみつ かれ 

又ゐ ねむりて 

くさ 

まみれ 腐れて 



おなじ 日と 

さびしら に 



おなじ 月の み 

か > よ ひ 渡る」 



われ もまた 

はるあき 

春秋 を 

ああ われ は 

エジプトの 

神々 の 

此の 広き 

おもしろく 

何 一 つ 



あだい たづ らに 

老いて 行く のみ 

かくは かなく も 

御代 を 知り つ ゝ 

まもりう け つ > 

山と 河に も 

を かしき 事 を 

見出で ぬま、 に 



老い 行きて 



ほのぼのと 



折し まれ 

わがきみ 

女王 様の 



カャ. 



. と 



き み 

わが 女王の 

いづく より 



死に 果てむ 身 か」 

ハラく と 落ち 

夜 は 明け わたる」 



あなめ づ らしゃ 

御 声と して 

笑 はせ 給 ふ」 



みね や 

御閨 ぬち に 

迷 ひ 入りけ む 



一 匹の 髪 切 虫 を 

かしこくも 捕 はせ 給 ひ 

此上 もな く 興がらせつ、 

黄金に も たと へ 難 かる 

おんぐ し 

御 髪 を あたへ 給 ひて 

啄ば ませ 喰 ませ 給 ひて 

カャ /\ と 笑 はせ 給 ふ」 

あな を かし 髪 切 虫よ 

おもしろの 髪 切 虫よ 〔# 底本で は、 



この 「髪 切 虫よ」 だけ 1 字 上がって いる U 



い つまで も 

あかつきの 

はてしなき 

残リ なく 

丸坊主に 

エジプト 

埃 及の 

はばからね 

なれ 

汝 h j そ は 

青 光る 



髪 切り 飽かず」 

雲の 波打つ 

わが 黒髪 を 

切りつ くさむ とや 

しつくさむ とや」 

御代 をお る 身 を 

髪 切 虫よ 

虫の 王 なれ 

髪 切 虫よ 



うる 

美 はしの 

われ 死なば 

髪 切の 

かぎ リ なく 

はてしなく 

黒雲の 

白浪の 

匐 ひま はリ 

闇と いふ 

女て^ 



髪 切 虫よ」 

汝に慣 ひて 

虫と 生まれて 

恋 を 重ねて 

卵 を 生みて 

天ぎ るき はみ 

打ち 寄る かぎり 

且つ 飛び かけり 

闇に 忍びて 

女の 髪 を 



ことん \ く 喰べ つくして 

青空の たなびく ところ 

黒つ ちの く つまるところ 

人間の さまよ ふき はみ 

口 づけの 結 ぼ ほる かぎり 

美しき 坊主 あたま を 

永久 永遠に 流行らせ むかな 

あな を かし あなお もしろ や 

おもしろの かみきり 虫 や 

ヒヒ ヒホホ 力 ャ/^ /^/^」 



き み ほが 

女王の 御代 これより 朗らに 

大御心 ひらけ 浮かれて 

歌 宴して 舞 ひ 給 ふとて 

わきした うづ まきげ 

腋下の おん 渦巻 毛 

ことん \ く 抜かせ 給 ひて 

かの 虫に あたへ 給 ひぬ」 

き み 

されば わが 女王の 御 果て 

み 誓 ひの 固き に まかせ 

み ひつぎ 

御柩の 御 片隅に 

彼の 虫の 木乃伊 を 作り 



角が ズ ッ ト 長くて …… おまけに トテモ 綺麗です よ。 

たまご びろうど 

卵白 色と、 黒 天鵞絨 色の ダンダラ にな つ て …… ホラ… 

…ネ …… 」 

「フ ゥム。 成る 程。 これ は 珍しい のう。 三千 年ば かり 

前の ッ タン 力 ー メンの 墓の 中から 出て 来た、 実物の 

木乃伊と はすこし 色が 違う が、 これが ホン トの色 じ や 

ろう。 今 は モウ この 世界から 絶滅して いる 種類 だと 聞 

いている のに …… おかしい な あこん な処に 居る の は… 

〜」 

「その 木 乃 t の棺の 中から 生き返った 奴が 埃 及から 飛 

んで 来たの じ やないで しょうか」 
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